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柳窪の歴史をたどって パートⅣ 幕末から明治へ

『幕末から明治へ』

ご維新になったからとて、柳窪旧集落の生活
が⼀変したわけではありません。

年貢が税と名を変えても、⼈々の負担は相
変わらずです。

⼈々は先祖伝来の⼟地を守り、⽇の出とと
もに畑を耕し、営々と⽇々の生活を積み重
ねていました。

写真は、柳窪新⽥で何代にも亘る⼈々の生
活を⾒守り続けた家です。

武蔵野⼤地の⼀部のように、どっしりと⼤らか
な風情のこの家も、時の流れに取り壊され現
存してはおりません。

写真：写真でつづるふるさと東久留⽶
『光の交響詩』より 

夜になれば、囲炉裏を囲んでの団欒
や、ほのかな明りでワラジを編む、そん
な生活のなかにも、ヒタヒタと維新の
波が寄せ数々の変化が訪れました。

写真提供：東久留⽶郷⼟資料室

《産業の変化》

『養蚕』
⼤きな変化のひとつは、養蚕業が興
隆し村の経済が飛躍的に成⻑したこ
とです。

開国以来、絹の需要が急増し柳窪
でも多くの畑地が桑畑になり、集落
内で養蚕技術を競い合いました。そ
の⼀⽅で桑が不⾜するとお互い融通
しあう柳窪精神は健全だったそうで
す。
養蚕に適す⼤型家屋が多く作られた
のもこの頃です。

写真提供：東久留⽶郷⼟資料室

『第三次産業』も盛んになりました。

『天神前』と呼ばれる村野家では、江
戸末期より新河岸川の⽔運を利用
し⽶糠や（煮炊き後に出る）灰を
江戸から運び肥料商を営んでいまし
た。
この度、有形⽂化財に登録された
『村野家住宅』がそのお宅です。
江戸後期（天保９年）に建築され
たこの豪壮な母屋を始めとして。

写真：『光の交響詩』より

堂々たるこの薬医門（建築、明治
１４年）にも。

写真：『光の交響詩』より

⾒事に⿊光りしているこの帳場にも。
敷地内の隅々までに、往時の商売
繁盛の様⼦が⾒て取れます。
お江戸八百八町の繁栄は、この地に
も繁栄をもたらしたのです。
江戸の⼈⼝増加により野菜の消費
が増えただけでなく、沢⼭の灰を仕入
れ商売を⼤きくすることが可能になっ
たのです。
肥料を買う側の農業にも変化が生ま
れたことをしめしています。
写真：『光の交響詩』より

入りあい秣地が開墾され堆肥用落ち
葉が⾜りなくなった。養蚕や広い農地
を耕作するために農作業の省⼒化が
必要になった等の理由で明治初期の
柳窪では⼩⻨の種に肥料として購入
した灰や⽶糠を混ぜて⼀度に種まき
を済ませるようになりました。
⼀⾒、乱暴なやり⽅のようですが、効
率の良い農業技術が必要とされるよ
うになったのですね。
写真：『光の交響詩』より

入りあい秣地不⾜と⼈手不⾜は、堆
肥作り同様薪作りにも影響しました。

肥料や薪を買う（売る）という動き
が出てきました。

いっぱい働いて稼ぎ、⾜りないものは
買うという生活の変化は価値観の変
化を伴いました。

《教育》

明治も進むにつれて教育にも新しい
波が押し寄せました。

写真は南沢の多聞寺境内に共⽴⼩
学校があったことを⽰す史跡です。

写真は、かつて共⽴⼩学校の入り⼝
に校門のように植わっていた２本のヒ
バのうち、今でも残っている⼀本で
す。
写真：『光の交響詩』より

明治に入っても東久留⽶では⻑い
間、寺⼦屋式の教育が続いていまし
た。（久留⽶村における尋常⼩学
校の開設は、明治１７年に前沢村
地区に出来た成蹊⼩学校、翌１８
年南沢に出来た共⽴⼩学校で
す。）
写真は⼤正五年に撮影された共⽴
⼩学校です。
写真：『光の交響詩』より

この頃のエピソードです。
神明社近くの吉⽥家のご当主が寺
⼦屋を開いて近隣の⼦弟を教えてい
ました。達筆で学識豊かな⼈でした
が、ブルブルと手が震えるので『ブル神
さん』と呼ばれていたそうです。
柳窪では、内⽥常吉さんという篤実
家がいました。村民に推され村役場
の書記を務めつつ⻑福寺の和尚さん
や寺⼦屋の先生もやっていたことが記
録にあるそうです。
写真は⼤正８年撮影の久留⽶村
役場です。
写真：『光の交響詩』より

柳窪旧集落の⼈たちの教育への関
⼼は⾼く、明治時代には既に遠くの
塾へ通っている⼦が少なからずいまし
た。
奥住家からは関戸の⻑沼塾に入った
⼈もいたそうです。 とはいえ集落のほ
とんどの⼦どもは寺⼦屋に通ったようで
す。

明治３６年に共⽴・成蹊学校に⼆
年制の⾼等⼩学校が設置されまし
た。しかし、通えたのは余裕のある家
庭の⼦弟のみでした。

この時代の⼈々は伝統を守りつつも、
新しい時代の波に乗って⾏こうと⽇々
邁進していました。
⽇本中が⼒いっぱい前へ進もうとして
いる時代だったのでしょうか。

次章では、⼤正デモクラシー（概ね
１９１０〜１０２０年）から軍国
主義の時代そして戦後の柳窪と⽇本
を野崎市郎⽒の思い出とともにお伝
えしたいと思います。

本章写真については、東久留⽶郷
⼟資料室にご協⼒いただきました。す
べて使用承認済みです。
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